
 

 

 

 

 
 

  

芸術
げいじゅつ

の秋
あき

！スポーツの秋！皆
みな

さんはどんな秋？ 

                  校 長
こうちょう

 中村
なかむら

 真
まさ

人
と

 

１０月を迎
むか

えます。三島硫黄島学園は５日にある運動会
うんどうかい

に向
む

けて、子供たちの元気
げ ん き

な

声
こえ

が響
ひび

き渡
わた

っています。本
ほん

学園の運動会は地域
ち い き

一帯型
いったいがた

です。たくさんの方
かた

の参
さん

加
か

、

応援
おうえん

をお願
ねが

いします。 

さて、ようやく暑
あつ

さも和
やわ

らぎ、朝夕
あさゆう

だいぶ涼
すず

しく感
かん

じられるようになりました。季
き

節
せつ

は秋
あき

の入口
いりぐち

へと差
さ

し掛
か

かりました。 このような過
す

ごしやすい秋の季節、皆
みな

さんはどんなこと

をして過ごしますか？芸術
げいじゅつ

、スポーツ、食欲
しょくよく

･･･私
わたし

が皆さんにお勧
すす

めしたいのは読書
ど く し ょ

で

す。本学園では、１０月８日から「どんぐり読書週間
しゅうかん

」が始まります。この機
き

会
かい

に多
おお

くの本
ほん

と出会
で あ

ってください。 

本を読
よ

むことで、様々
さまざま

な効
こ う

果
か

があると言
い

われています。例
たと

えば、知
ち

識
しき

の蓄積
ちくせき

です。自
じ

分
ぶん

が知
し

りたい情報
じょうほう

を本から学
まな

ぶとき、そのこと以
い

外
がい

にも、関連
かんれん

する周辺
しゅうへん

の情報が次々
つぎつぎ

に入
はい

ってくるので、これを繰
く

り返
かえ

していけば自
おの

ずと幅広
はばひろ

い知識が身
み

に付
つ

いてきます。また、

語彙
ご い

や言
い

い回
まわ

しのバリエーションも増
ふ

えてきます。会話力
かいわりょく

や文章力
ぶんしょうりょく

も向
こ う

上
じょう

し、より的確
てきかく

に自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを相
あい

手
て

に伝
つた

えることができたり、より円滑
えんかつ

な人間
にんげん

関係
かんけい

を構築
こ う ち く

したりと、コ

ミュニケーションにおいても力
ちから

を発揮
は っ き

できるようになります。 さらに、想像力
そうぞうりょく

と創造力
そうぞうりょく

が高
たか

まります。物語
ものがたり

を読
よ

み進
すす

めていくと、自分の知
し

らなかったお話
はなし

の世
せ

界
かい

にどんどんと

没入
ぼつにゅう

していきます。主人公
しゅじんこう

の置
お

かれた環境
かんきょう

や生
い

き方
かた

、人
ひと

となり、周
まわ

りの人々
ひとびと

の様
よう

子
す

な

ど、たとえそれが架
か

空
く う

の設定
せってい

であったとしても、心
こころ

の中
なか

では「どういう様子なのだろう

…」「どんな気持
き も

ちだったのだろう…」と想像が膨
ふく

らみます。 

このように、本は読めば読むほど、自分の可
か

能
のう

性
せい

が拓
ひら

けてきて、いいこと尽
づ

くめの効
こ う

果
か

をもたらします。 本とのすてきな出会
で あ

いを通
とお

して、心がワクワクするような素晴
す ば

らしい 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 12月号 

<心
こころ

の教育
きょういく

の日>～道徳
どうとく

授業
じゅぎょう

参観
さんかん

～ 

人権
じんけん

週 間
しゅうかん

の取組
とりくみ

の一環
いっかん

で道徳
どうとく

の 授 業
じゅぎょう

参観
さんかん

を行
おこな

いました。 教 室
きょうしつ

では、子どもたち

が相手
あいて

の言葉
ことば

にじっくり耳
みみ

を 傾
かたむ

け、自分の思

いを丁寧
ていねい

に言葉にする 姿
すがた

が見られました。互
たが

いの考えに触
ふ

れながら、新
あら

たな視点
してん

や気
き

づきを

得
え

て深
ふか

まっていく 温
あたた

かな学
まな

びの時間
じかん

でした。 

 

 

 

 
 
 

<校内
こうない

駅伝
えきでん

大会
たいかい

を開
かい

催
さい

しました> 
１３日（土）、校内駅伝大会を実施しました。 

これまでの朝ランや試走の成果を発揮し、

一生懸命
いっしょうけんめい

に走
はし

る姿がとても印象的
いんしょうてき

でした。 

沿道
えんどう

からの 温
あたた

かい声援
せいえん

に背中
せなか

を押
お

され、最後
さいご

まで力いっぱい走
はし

り抜
ぬ

けることができました。 

応援
おうえん

・参加
さんか

してくださった地域
ちいき

の皆様
みなさま

、ありが

とうございました。 

 

 

 

 
  

<中払
なかはらい

大介
だいすけ

さんと夢
ゆめ

の時間
じ か ん

＞ 
10 日（水）、アスリート派遣

はけん

事業
じぎょう

の一環
いっかん

とし

て、元プロサッカー選手の中払大介さんをお招
まね

きし、サッカー教 室
きょうしつ

を開
かい

催
さい

しました。 子ども

たちはプロの技
わざ

や言葉
ことば

に目を 輝
かがや

かせながら、

サッカーの楽
たの

しさや、夢をあきらめずに挑 戦
ちょうせん

し続
つづ

けることの大切
たいせつ

さを学びました。 グラウ

ンドには笑顔
えがお

があふれ、ボールを追
お

いかける

一人
ひとり

ひとりの 姿
すがた

がとても 輝
かがや

いていました。 

中払さんとの時間
じかん

は、子どもたちの 心
こころ

に残
のこ

る

“夢のようなひととき”となりました。中払大

介さん、本当
ほんとう

にありがとうございました。 

 

してね

みしまっこ

日記も

よろしく

挑戦
ちょうせん

と感謝
かんしゃ

の心
こころ

を胸
むね

に     校 長
こうちょう

 中村
なかむら

 真
まさ

人
と

 
挑戦と感謝の心を胸に 

朝夕
あさゆう

の冷
ひ

え込
こ

みに冬
ふゆ

の訪
おとず

れを感
かん

じるこの頃
ごろ

、校内では駅伝
えきでん

大会
たいかい

に向
む

けて子ども

たちがグラウンドを駆
か

ける姿
すがた

が見
み

られました。授業
じゅぎょう

や朝
あさ

ラン、自主
じ し ゅ

練習
れんしゅう

を通
とお

し

て、一人ひとりが目標
もくひょう

タイムを設定
せってい

し、自己
じ こ

ベストを目指
め ざ

して努力
どりょく

する姿は本当
ほんとう

に頼
たの

もしく、私
わたし

たちに大きな感動
かんどう

を与
あた

えてくれました。大会
たいかい

当日
とうじつ

は、仲間
な か ま

と声
こえ

を

掛
か

け合
あ

いながら、地域
ち い き

の方々
かたがた

の声援
せいえん

を受
う

けて、最後
さ い ご

まで走
はし

り抜
ぬ

く姿に、挑戦
ちょうせん

する

勇気
ゆ う き

と支
ささ

え合う力の大切さを改
あらた

めて感じました。目標
もくひょう

を達成
たっせい

できた人も、できな

かった人も、チャレンジすることの素晴
す ば

らしさを体感
たいかん

できたのではないでしょう

か。この経験
けいけん

を次
つぎ

の挑戦へとつなげてほしいと思います。 

そんな折
おり

、先日、朝
あさ

正門
せいもん

付近
ふ き ん

を掃
そう

除
じ

していたとき、登校
とうこう

してきた先生方
せんせいがた

や児童
じ ど う

生徒
せ い と

たちから「ありがとうございます」とたくさん声をかけられました。特別
とくべつ

誰
だれ

か

のためというわけではなかったのですが、とてもうれしい気持
き も

ちになりました。 

ところで、この「ありがとう」という言葉の語源
ご げ ん

をご存
ぞん

じでしょうか。「ありが

とう」は古語
こ ご

の「有
あ

り難
がた

し（ありがたし）」から生
う

まれた言葉
こ と ば

で、「有
あ

ることが

難
むずか

しい」、つまり「めったにない」「貴重
きちょう

だ」という意味
い み

を持
も

っています。誰
だれ

か

の親切
しんせつ

や思
おも

いやりは、決
けっ

して当
あ

たり前ではなく、貴重
きちょう

なもの。その心を言葉
こ と ば

にした

のが「ありがとう」なのです。何事
なにごと

にも感謝
かんしゃ

し、「ありがとう」と言えることは

本当
ほんとう

に素晴
す ば

らしいことだと思
おも

います。 

2025 年も残
のこ

りわずかとなりました。今年
こ と し

一年
いちねん

を振
ふ

り返
かえ

ると、私
わたし

たちは多
おお

くの

「ありがとう」に支
ささ

えられてきたことに気
き

づきます。応援
おうえん

してくれる家族
か ぞ く

や地域
ち い き

の

方々
かたがた

、共
とも

に学
まな

び合
あ

う仲間
な か ま

、そして日々
ひ び

子
こ

どもたちを見守
み ま も

る先生方
せんせいがた

。誰
だれ

かの存在
そんざい

や

言葉
こ と ば

が、挑戦
ちょうせん

を後押
あ と お

しし、笑顔
え が お

を生み出してきました。「ありがとう」は単
たん

なる

挨拶
あいさつ

ではなく、相手
あ い て

を思
おも

う心を形
かたち

にする言葉
こ と ば

です。この一年
ひとねん

の感謝
かんしゃ

を胸
むね

に、これ

からも互
たが

いに『ありがとう』を大切
たいせつ

にし、伝
つた

え合
あ

える学園
がくえん

でありたいと思
おも

います。 

最後
さ い ご

に、みなさん、良
よ

いお年
とし

をお迎
むか

えください。３学期、成長
せいちょう

したみなさんに

会
あ

えるのを楽
たの

しみにしています。 

＜ご寄贈
き ぞ う

へのお礼
れい

＞ 

今月
こんげつ

、森山
もりやま

（清
せい

）組様より、児童
じ ど う

生徒
せ い と

にクリスマスケーキをいただきました。

子どもたちは笑顔
え が お

いっぱいで、楽しいひとときを過
す

ごすことができました。 

 また、嘉村
よしむら

靖子
や す こ

様からは「りんご」「ぐるりんまるちゃん」「へんしんまるち

ゃん」の絵本
え ほ ん

をご寄贈いただきました。子どもたちの読書
どくしょ

活動
かつどう

に活用
かつよう

し、心
こころ

豊
ゆた

か

な学びにつなげてまいります。 

 さらに、昭和
しょうわ

産業
さんぎょう

様からは食 用 油
しょくようあぶら

をご提供
ていきょう

いただきました。給 食
きゅうしょく

調理
ちょうり

に

大切
たいせつ

に使
つか

わせていただきます。 

 皆様
みなさま

の温
あたた

かいご支援
し え ん

に心より感謝
かんしゃ

申
もう

し上
あ

げます。今後
こ ん ご

とも子どもたちの健
すこ

やか

な成長
せいちょう

のため、ご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いいたします。 

 


